




13

阪神・淡路大震災のとき、
私たちはこうした

　阪神・淡路大震災のときにも、被災した人たちの生活を
支えるため、多くの支援員が活動していました。
　あのとき、支援員たちはどのような対応をしたのか、
当時の支援員たちが応えます。
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西宮市 元仮設住宅担当民生委員

宝塚市社会福祉協議会 淡路市社会福祉協議会

　震災後の仮設住宅から復興公営住宅に移り住む時期の生活相
談員は、今後予想される生活課題や、移転がスムーズにいかな
い人たちを事前に把握し、対応策を準備しました。
　その一つが仮設住宅入居者向けの情報発信でした。行政から、
復興公営住宅に関する情報は日を重ねるたびに、増えていきま
した。そこで、復興公営住宅の所在地を地図に落とし込んだり、
見出しをポップ体で大きくわかりやすくしたり、住宅ごとの情
報を表にまとめた情報紙、「もぎたて情報便」を作成しました。
情報紙は、生活相談員が訪問時に配付したり、仮設住宅に住む
皆さんに協力いただいて配付したりしました。
　この時期の支援では、情報弱者（情報収集が困難、理解が困難）

や手続きが苦手な人、ま
た悩んでいる人に寄り添
いながら、情報を丁寧に
お伝えすることが特にた
いせつになります。ご本
人がじっくり考え、判断
できるまで寄り添い支援
を行いましょう。

　復興公営住宅への移行期は、仮設住宅に暮らす住民の間
に多様な感情が湧き上がる時期でもあります。復興公営住
宅の抽選に当たって一日も早く仮設住宅での生活を終わら
せたいと考える人、仮設住宅での生活を通じて仲良くなっ
た人たちと一緒に復興公営住宅に引越ししたいと考える
人、震災以前に暮らしていた地域の復興公営住宅に入居し
たいと考える人……。また、行政等の情報が十分に伝わら
なかったり、理解ができにくい人もいます。
　世帯構成や経済状況、一人ひとりの価値観なども影響
し、自分が身近な人より幸せ（得）か不幸（損）かを計ろ
うとする人が現れる時期といえます。さらに、このような
ことを繰り返す過程で、「孤独感」や「無気力感」を感じる
人が現れる時期でもあります。
　この時期に私たち支援者が果たすべき役割はたくさんあ
りますが、仮設住宅に暮らす住民が最後の一人になるまで、
丁寧に支え続けることを組織の目標として共有することが
たいせつです。私たちの存在が、生活課題や福祉課題を抱
える人にとって、少しでも不安感や孤独感の解消につなが
ることを目指して……。

　1992 年から 2004 年まで西宮市の民生委員・児童委員として活動。阪神・淡路大震災時には、仮設住宅担当民生委員として、
入居住民の見守りや交流活動のサポートを行ってきた。

　入職し 2 年目に震災が起き、避難所の運営
を経験。仮設住宅での炊き出しや電話相談ボ
ランティアの支援を行う。1998年からは、災
害公営住宅でのコミュニティづくり支援に携
わり、現在は地域福祉部にて地域支援を行う。

　1995 年４月、北淡町社協（当時）福祉活動専
門員として入局。入局直後から、避難所の支援、
ボランティアコーディネートを中心に活動。仮
設住宅入居者への相談支援やサロン事業などを
担当し、復興公営住宅入居後から現在に至るま
で地域支援と生活相談に携わる。

　せっかく助かったたいせつな命を大事
に、仮設住宅内の仲間同士、心を開いて
声をかけ合い、助け合って楽しく暮そう

と、「仮設の命は仮設で守る」を合言葉に過ごしてきました。私
も、「命たいせつや、家族も友だちも」という小学生の孫の文集
を励みに、仮設住宅地域の見守りやさまざまな交流活動を支援
してきました。
　その仮設住宅も震災後２年目の夏が過ぎた頃から、自力再建
する人、早々に復興公営住宅に移る人で空き家が目立つように
なってきました。復興公営住宅に入居を希望する人たちは高齢
者が多く、仮設住宅内で親しくなった人たちを中心に、いくつ
かの希望地域の復興公営住宅にグループで移転していきました。
　なかなか転居先の決まらない課題のある人には、ケースワー
カーなど専門職に相談し、衣食住が保障され、終

つい
の棲家として

安心できる生活の場を確保するための話し合いを行いました。

体調不良になり入院している人に、希望がもてるよう励ましと
情報提供を行うため、病院巡りもしました。
　取り残され感、孤立感を少しでも和らげようと思い、最後の
一人まで見守り続ける意思をもって、話し相手に出かけていき
ました。家に閉じこもり、人と交流のない人には「○○さーん、
元気にされていますか？　返事がなければ交番に連絡します
よ！」と声をかけると、家の中から「おーい」と返ってきます。
あー無事でよかったとほっとすることもありました。
　ともに助け合って過ごした４年間、「ふるさと」として思い出
の地に集う日を願い、ずーっとつながっていたい思いから、転
居先の住所や電話番号を聞き、手紙や電話で交流し、今でも一
部の人たちとつながっています。
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生活困窮者への支援を考える
第１回　生活保護受給者世帯自立支援～釧路モデルから
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櫛部 武俊 KUSHIBE TAKETOSHI
一般社団法人釧路社会的企業創造協議会副代表・宮城県サポートセンター支援事務所アドバイザー

【プロフィール】
1951 年、北海道富良野市生まれ。北星学園
大学文学部社会福祉学科卒。釧路市知的障が
い児施設児童指導員、保護課勤務ケースワー
カー等を経て、現職。2010 年度厚生労働省
社会・援護局「生活保護受給者の社会的居場
所づくりと新しい公共に関する研究会」委員。
著書に『希望をもって生きる～生活保護の常
識を覆す釧路チャレンジ』（共著／ CLC）など
多数

『希望をもって生きる』
定価：本体 1,600 円＋税
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚 　～ 高齢者虐待を考える① ～ 

宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

阪神・淡路大震災では、不安や課題を抱えて先に

進めない人たちが、最終的に立地の不便な復興公営

住宅（災害公営住宅）へ入居せざるを得なかった、

あるいは復興公営住宅への入居が決まっていた人が

なかなか入居せず自殺していた、という事例もあっ

たと聞きます。適時の寄り添った支援が必要とされ

ます。

しかし、不安や課題を抱えて先に進めない人や、

何度訪問しても会っていただけない人への移転支援

は、どうしたらよいのでしょうか？

サポートセンターや支援員だけにまかせるのでは

なく、行政との十分な情報共有と連携のうえで、役

割分担をして進める必要があります。

早めに、行政の人と一緒に訪問する必要があるで

しょう。そして、丁寧な聴き取りを行い、その人が

これからどんな生活を望んでいるのか？　どんなこ

とで不安に感じ、決断できないのか、前に進めない

のか？　ということを解きほぐし、一つひとつ納得

のいく見通しを一緒に考え、手立てを打っていく必

要があると思います。

そうして少しずつ不安を解消し、“安心のスペース”

を増やしていくことが、次の住まいへのスムーズな

移行につながると思います。場合によっては、「決断

が遅くなることで、不便なところの災害公営住宅に

入居せざるを得ない可能性があること」なども説明

し、決断を促すことも考えられます。

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

宮城県の高齢者虐待に関する平成 24 年度報告書が発表され

ました（詳細は、宮城県のホームページ「長寿社会政策課」

をご覧ください）。

虐待が起きる背景には、家族介護が限界に達して、高齢者

や介護にかかわる家族がともに「孤立」するという、大きな

社会的課題があります。

虐待防止の視点が虐待防止法に組み込まれましたが、予防

的な支援が進んでいるとは言い難い現状があります。だれが

見ても虐待だという状況になってはじめて市町村が対応に動

く例も多く、報告書を読んでも課題は克服されていないこと

がわかります。

市町村や地域包括支援センターによる対応は、予防的活動

に及んでいません。そもそも予防対策は市町村や地域包括支

援センターだけで取り組めるものではなく、日々身近なとこ

ろで高齢者の暮らしを支援する人財や仕組みが必要です。こ

の隙間を補足する機能をもつのがサポートセンターであり、

仮設住宅などから災害公営住宅などへ地域移行した際も効果

を発揮すると考えます。

今回の震災の教訓の一つに、高齢者の抱える課題が制度や

サービスになかなか結びつかない、という実態があります。

認知症の高齢者だけではなく、本来もっている生活力をも震

災で奪われた人が多く、このような人たちの生活再建・自立

に向けてサポートセンターのスタッフは心を砕いてきました。

これまで多くの虐待事例に立ち会ってきた私としては、この

支援者たちの存在こそ、地域に欠かせない存在だと思ってい

ます。

虐待が起きてからでは遅いのです。虐待防止のネットワー

クづくりというよりは、地域で高齢者の生活を支え合う『寄

り添い型』の見守りこそが求められます。予防的取り組みに

より、地域での暮らしを継続する支援も可能になります。

仮設住宅から災害復興公営住宅等への移転に伴う支援③
～早めに行政の人と訪問し、寄り添った支援で不安の解消を～

ひとりごと
宮城県サポートセンター支援事務所 

  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援に関わったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支援
事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

基礎研修 【岩手会場】12 月 12 日（木）釜石大槌地域産業育成センター
【岩手会場】12 月 13 日（金）釜石大槌地域産業育成センタースーパーバイザー研修
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「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「自治活動が果たした成果」

編 集 後 記
特集で紹介したおだってばりぃでさん。本当に皆さん仲が良く、そしておもしろく。取材中、
終始笑いっぱなしでした。皆さんの姿を見て、仲間っていいな、やっぱりきっかけって大事な
んだなと、改めて感じさせられました。（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い !

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

14 号を読んで…
・「事例をとおして考えよう」をいつも楽しみにしております。災害だけでなく、
地域での活動でも活かせるものだなあと、情報紙を読んで勉強しております。

（秋田県・T さん）
・これからも活動の充実と住民の皆さんや各団体の皆さんとのネットワーク
　の拡大を心からお祈りいたしております。（北海道・S さん）

宮城県の内陸に位置し、地震で自ら被災しながらも沿岸部
の支援に奔走、現在も町内外の避難者の生活支援にあたる美
里町社会福祉協議会。町内２か所のプレハブ仮設住宅に 52
世帯が暮らしており、町社協に配置された支援員１人ととも
に、行政区長や民生委員をはじめ周辺に住む住民がボラン
ティアとなって積極的に世話役を担ってきた。
10 月初旬には、町内３か所に建設された災害公営住宅 24
戸の鍵が入居者に渡され、新たな暮らしを支えようと社協と
住民がアイデアを練っている。そのうちの１か所は、行政区
長が中心となり、交流会という名の歓迎会を準備して、入居
者と地元住民の懇親を図った。また、災害公営住宅への引っ
越しを地元住民が手伝うことで自然に顔合わせを行い、入居
者への生活支援の必要性の有無や部屋の間取りを把握して、
今後につなげる動きも出ている。「地域に引っ越してきてく
ださるのだから大歓迎。地域に仲間入りして早くなじむため
の仕かけ」と、町社協地域福祉係長の浅野恵美さんは話す。
一方、町社協が立地する駅東は新興住宅地で、被災世帯を
含め子育て世帯が多く引っ越してきているが、挨拶程度で近

所の交流が今は活発ではない。どんないきさつで美里町に住
むことにしたのか、どんな世帯が住んでいるのかも気がかり
だった浅野さんや主任福祉活動専門員の永沼威

たけ

雄
お

さんたち
は、この新興住宅地の地域支援に乗り出すことにした。第一
弾として、11 月 14 日に、気兼ねなく参加できるおしゃれな
カフェイベントを町駅東地域交流センターで開催するととも
に、このイベントのＰＲを兼ねて事前に戸別訪問を行った。
一人でも多くの人が顔見知りになり、必要なときに支え合
える豊かな地域となるように。すべての取り組みは、この一
点に通じる。「祖父母の代までさかのぼって、〇〇さんちの
恵美ちゃんと呼ばれる土地柄だからこそ、その場しのぎの話
はできない。言葉一つにも覚悟が必要。でも、その地縁とつ
ながりこそが私たち職員の強みでもある」と言い切る浅野さ
んの姿に、迷いはない。

災害公営住宅の入居者が
地元になじむためのアイデア

暮らしを支える支援員

美里町社会福祉協議会（宮城県美里町）

小

社会福祉法人 美里町社会福祉協議会
〒987-0038　宮城県美里町駅東 2-17-4 美里町駅東地域交流センター内
TEL 0229-32-2940  FAX 0229-32-5160

D
A
T
A

宮城県
美里町

仮設住宅からの引っ越しのお手伝い


